
1920・30年 代 の東 京 市 にお け る

教 師 の教 育研 究活 動
一 市立小学校訓導協議会 ・市教育研究会を中心に

鈴 木 そよ子

1は じ め に

1920・30年 代に初等教育 を中心 として広がった教育改造の運動及び実践 は,

戦後の教育史研究において,大 正新教育 と称 されて きた。大正新教育の実践

レベルの研究 は,主 に,教 育実践の観点から進め られて きた
。大正新教育の

教育実践の特徴 は,公 立小学校 と私立小学校において程度の違 いはあったも

のの,子 どもの体験 を重視 し,子 ども自身が課題を見いだし,解 決する能力

を育むことを重視することにあった。 その特徴 の私立小学校における具体的
1)

展開は先行研究において,ま た,公 立小学校 における展開 は,先 行研究 と筆
2)

者 自身の研究によって,明 らかにして きた。

ところで,本 稿 に至る一連 の論文における筆者の大正新教育研究 の観点は,

従来の観点 とは異なっている。新教育実践 を生み出した教師の教育研究活動

に焦点をあてて,そ の意義 を捉 えるという観点である。筆者 は,東 京市にお

いて,学 校 ぐるみで新教育 を実践 した公立小学校の教育研究体制や教師の教

育研究のあり方が,東 京市教育行政当局 によって東京市の教育 内容改善のた

めに有効だ と評価 されていたこと,ま た,当 時の公立小学校教師の教育研究
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活動に影響を与 えたことを明 らかにした。

本稿では,新 教育実践校の教育研究活動が注目されていた,1920・30年 代

の東京市 における公的な教育研究の場での教育研究活動が どのような性格を

もっていたのかを明 らかにする。

当時の公的な教育研究活動を担っていた組織 は,東 京市立小学校訓導協議

会や東京市教育研究会等であ り,「公的な」とは,地 方教育行政当局 にあたる

東京市教育局の指導の もとに行われていた教育研究活動 を意味 している。東

京市教育局のなかでは,東 京市視学が具体的な指導を担当していた。

また,「 教育研究活動」を戦後 の0般 的な用語に当てはめるならば,「 研修」

に当たる。今 日,研 修 は私的研修,校 内研修,校 外研修の区分で捉 えられて

いる。本稿で対象 とす るのは,と くに校外研修の領域に該当する。 この点 を

考慮 しなが ら1920・30年 代 に一般的に使われていた用語 として,「 教育研究活

動」を用いる。

本稿では,次 のような方法で検討する。 まず,公 的な教育研究組織 の規程

について考察することにより,教 育研究の基本的な性格を把握す る。次に,

これ らの組織で実際に行っていた教育研究活動について,公 文書 によって概

観 を捉える。さらに,公 的な教育研究組織が果たしていた機能 を明 らかにす

るために,事 例に即 して検討する。以上のような作業結果 として,当 時の公

的な教育研究活動について,次 の三点を整理することがで きる。

1.こ の時期 に,市 のレベルか ら区のレベル まで,一 貫 した組織が作 られ,

このなかで,公 的な教育研究が行われていた。

2.教 科別の教育研究 という形態が徹底 されていた。

3.公 的な教育研究組織 は,教 師の教育研究 と,東 京市の教育内容行政 を

つなぐ機能を果 していた。

なお,本 稿で使用する資料 は,東 京都文京区立誠之小学校内の誠之史料館

に所蔵 されている公文書,東 京都北区立滝野川小学校 に所蔵 されている手書

きの会議録,東 京都公文書館 ・都立中央図書館に所蔵 されている文献 などで
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ある。 いずれ も,筆 者の検討 した限 りでは,先 行研究や各区教育史では用い

られていない資料である。

∬ 東京市の教育研究組織

1920・30年 代の東京市において,公 的な教育研究組織 は
,ど のように変化

したのだろうか。 また,そ れぞれの規程において,教 育研究活動の内容 と実

施方法 は,ど のように構成 されていたのだろうか。

当時の教育研究組織 は,1922(大 正11)年 に発足 した東京市立小学校訓導

協訟1925(大 正14)年 に発足 した東京市立小学校長協語 であった。 さ

らに,こ れ らが ひ とつ の組 織 に改組 され て,1932(昭 和7)年 に発 足 した東

&)

京市教 育研 究会が続 く。 この改組 は,1932(昭 和7)年 に,東 京 市 が15区 か

ら35区 へ と拡 張 され て,小 学 校 数,教 員 数,児 童 数 と もに急 激 に増 大 した の

に対 応 した ものであ った。 この東京市教育研究会 の存続 は,1944(昭 和19)
わ

年 まで確認できる。(以 下,こ れ らの会の名称 を,市 訓導協議会,市 小学校長

協議会,市 教育研究会等 と略す。)

市訓導協議会の目的及び構成 は,X922(大 正11)年 の 「東京市立小学校訓
g}

導協議会規程」によって把握で きる。 目的は,「 市立小学校教育 ノ内容 ヲ改善

スル」(第 一条)こ とにあった。そのための 「実施 スヘキ事項」 として
,「 一,

当該科 目ノ内容改善二関 シテ研究調査スルコ ト,一,区 訓導協議会 ノ研究調

査事項二就 キ審査スルコ ト,一,会 員相互 ノ研究 ヲ発表 スルコ ト,一,其 他

必要 ト認ムル事項」(第 十一条)の4点 を挙 げている。

市訓導協議会の組織 は,市 訓導協議会 と区訓導協議会か ら構成 され(第 四

条),教 科毎の部会 を単位 として活動する組織であった。各教科部会毎に部長

が置かれ(第 六条)て いた。そして,部 長 は区内の市立小学校長が担当して

いた。市訓導協議会の構成員は,区 訓導協議会の部長及び部員か ら構成 され

ていた(第 九条)。
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資料1本 郷区市立小学校訓導協議会規程

本郷区市立小学校訓導協議会規程

第一条 本会ハ東京市立小学校訓導協議会規程第一条ノ趣旨二基キ教育内容ノ改

善上必要ナル事項ヲ研究調査スルヲ以テ目的 トス

第二条 本会ハ区内市立職員ヲ以テ組織ス

第三条 本会ハ東京市立小学校訓導協議会規程第二条ニヨリ適切ナル部門ヲ選定

シ順次二研究調査ノ歩ヲ進ム

第四条 各研究部会ノ委員ハ各学校毎ニー名ヲ選出シ部長ハ学校長ノ互選ヲ以テ

之ヲ定ム

第五条 各研究部会ハ必要二応ジ臨時研究調査委員ヲ選任シ又ハ斯道ノ先覚者ヲ

招聰シテ研究調査ノ指導ヲ請フコトアルベシ

第六条 本会々員ハ部員外 トー....モ部長ノ承諾ヲ経テ部会二出席シ意見ヲ発表スル

コトヲ得

第七条 各研究部会ハ開会ノ都度予メ其日時ヲ市長二報告ス

第八条 本会ハ会務ヲ整理スル為二部長会ヲ開ク 部長会ノ議長ハ部長ノ互選ヲ

以テ之ヲ定ム

第九条 本会ハ毎年三月其年度内ノ会務ノ経過及ビ成績ヲ市(区)長 二報告ス

第十条 本会 ノ経費ハ市(区)ノ 支弁 トス 」

注 ・原文 は手書 きの孔版 印刷 で,た て書 きで ある。

出典 ・『本郷 区市立小 学校 訓 導協 議会 規程 附部員 氏名 東京市 誠 之尋常 小 学校』A

l13(整 理番号)。 誠之史料館所蔵。

さらに,こ の規程にもとついて,各 区で区訓導協議会 を組織することが規

定 されてお り,各 区の細則 は 「当該協議会二於テ適宜之ヲ定 メ市長二報告ス

ヘシ」(第 八条)と 規定されていた。15区 のひ とつであった本郷区では,本 郷

区市立小学校訓導協議会 を組織 していた。「本郷区市立小学校訓導協議会規

程」(資 料1)に よると,構 成員は,小 学校の市立職員(第 二条)か ら成 って

いた。 この 「職員」は学校長 を含む訓導を意味 している。そして,活 動内容

は,「東京市立小学校訓導協議会規程第二条ニ ヨリ適切 ナル部門 ヲ選定シ順次

二研究調査ノ歩 ヲ進ム」(第 三条)と あ り,研 究調査の内容 は,市 訓導協議会

の内容に沿ったものであった。

市訓導協議会の後 に組織 された市小学校長協議会 は,市 訓導協議会の活動

が教科内容の研究 に比重を置いていたのに対 して,よ り広範囲な教育環境 の
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資料2東 京市立小学校畏協議会常務委員会細則(1931年)

東京市立小学校長協議会常務委員会細則

第一条 常務委員会ハ東京市立小学校長協議会規程第四条二依リ左ノ事項二関シ

調査研究ヲ行フ
ー
,小 学校二於ケル事務成員設備及経済二関スル事項

二,教 授訓練及養護等二関スル事項

三,特 殊教育,社 会教育及其ノ他必要ナル事項

第二条 常務委員会ハ毎月一回第一火曜日二之ヲ開ク但 シ休日ノ場合ハ翌日二繰

リ下クルモノトス

第三条 常務委員会二幹事五名ヲ置ク

第四条 幹事ハ常務委員会二於テ互選シ任期ヲニ箇年 トス

第五条 幹事ハ会務 ヲ処理ス

注 ・原文は活字印刷で,た て書 きである。

出典 ・「昭和六年度 東京市立小学校長協議会常務委員会概況 東京市役所」『公文書』

A-226。 誠之史料館所蔵。

9)

整備に力点を置 いた組織であった。「東京市立小学校長協議会規程」による

と,同 協議会の目的 は 「東京市小学校教育及之二関係アル事項 ノ改善向上二

就キ調査研究 ヲ行フ」(第 一条)こ とにあった。実際の活動 は,常 務委員会が

中心になってお り,そ の調査研究の内容 は,「東京市立小学校長協議会常務委

員会細則」(資 料2)に よると,「小学校二於 ケル事務成員設備及経済二関ス

ル事項,教 授訓練及養護等二関スル事項,特 殊教育 ・社会教育及其ノ他必要

ナル事項」(第 一条)で あった。市訓導協議会 と市小学校長協議会 は,す でに
ユ　ラ

筆者が明 らかにしたように,東 京市で行われていた 「教育調査指導並研究」

の内容である講習会,講 演会,調 査会,学 事会等の実施 を担 っていた。

市訓導協議会 と市小学校長協議会が一つの組織 となった市教育研究会 は,

東京市教育研究会 と東京市各区教育研究会か ら構成 された。「東京市教育研究

会規程」(資 料3),「 東京市教育研究会常務委員会細則」(資 料4)に よると,

市教育研究会の目的 と構成員は,市 小学校長協議会 を引 き継 いだものであ り,

市教育研究会常務委員会は,市 小学校長協議会常務委員会 を引 き継いだもの

であった。そして,「 東京市各区教育研究会準則」(資 料5)に よると,市 各
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資料3東 京市教育研 究会規程(1933年)

東京市教育研究会規程

第一条 東京市教育研究会ハ東京市立小学校長ヲ以テ組織シ東京市小学校教育及

之二関係アル事項ノ改善向上二就キ調査研究ヲ行フ

第二条 本会ハ毎年一回之ヲ開会ス其ノ期日ハ市長之ヲ定ム但シ必要アル場合ニ

ハ臨時開会スルコトアルヘシ

第三条 本会二常務委員三十五名 ヲ置キ市長之ヲ指名シ任期ヲー一箇年 トス

第四条 常務委員会ハ本会二関スル事項ヲ協議iス

第五条 常務委員会二関スル細則ハ別二之ヲ定ム

注 ・原文 は活 字印刷 で,た て書 きで ある。

出典 ・東 京市役所編 「東京市教育概要』1934年,pp.113～X14。 都立中央図書館所蔵。

資料4東 京市教育研究会常務委員会細則(1933年)

東京市教育研究会常務委員会細則

第一条 東京市教育研究会常務委員会ハ東京市教育研究会規程第四条二依リ左ノ

事項二関シ研究調査ヲ行フ
ー 小学校二於ケル事務成員設備及経済二関スル事項

二 小学校教育ノ内容二関スル事項

三 特殊教育社会教育其ノ他必要ナル事項

第二条 常務委員会ハ毎月一回第一火曜日之ヲ開ク

但シ当日休業日ノ場合ハ翌日二繰下クルモノ トス

第三条 常務委員会二幹事十名ヲ置ク

第四条 幹事ハ常務委員二於テ互選シ任期ヲー箇年 トス

第五条 幹事ハ会務 ヲ処理ス

備考

委員の調査分担は之を五部に分ち各部に七人つつ分属し調査研究してゐる其の

各部の分担事務は次の如 くである。

第一一部 小学校に於ける事務成員及び設備経済に関する事項

第二部 教授及び訓練に関する事項

第三部 体育衛生に関する事項

第四部 社会教育及び職業指導に関する事項

第五部 其の他各部に属せざる事項

調査研究の方法は学年始めに各区校長会より本年度の調査問題を提出し幹事会

に於て右問題の採否に就き慎重審議したる結果採用に決定せるもののみに就 き

調査研究を為すものとす。

注 ・原文 は活字印刷で,た て書 きであ る。

出典 ・東京市役所編 「東京 市教育概 要』1934年,pp.114～115。 都立 中央図書館所蔵。
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資料5東 京市各区教育研究会準則(1933年)

東京市各区教育研究会準則

第一条 本教育研究会ハ市立小学校 ノ教育内容 ヲ改善スルヲ以テ目的 トス

第二条 本会ハ本区市立小学校教員 ヲ以 テ組織 ス

第三条 本会二左ノ部ヲ置ク但シ其ノ区ノ事情ニヨリ数部ヲ合セテー部 トナスコトヲ得

本会二左ノ役員ヲ置キ任期 ヲー箇年 トス

本区市立小学校長ノ互選 トス

若干名 本区市立小学校長ノ互選 トス

若干名 当該部長ノ指名 トス

本会役員ノ任務左ノ如シ

本会代表者区ハ市当局 ト連絡ヲ図リ会務ヲ総括スルモノ トス

部長ハソノ部二関スル事務ヲ処理スルモノトス

主任ハ部長ヲ補佐シ会務二従事スルモノトス

第七条 本研究会ハ各部毎二開会スルモノ トス

第八条 本研究会ハ必要二応シ部長会ヲ開会スルモノトス

第九条 本研究会ハ毎学期末会務ノ状況 ヲ市区長二報告スルモノトス

修身部 国語部 算術部 国史部 地理部

理科部 図画部 唱歌部 体操部 裁縫部

手工部 衛生部 家事部 英語部 商業部

工業部 農業部 職業指導部 校外指導部 社会教育部

第四条 本会ノ事業左ノ如シ 各部二関スル理論又実際ノ調査,研 究,講 習,講
演,其 ノ他必要ナル事項

第五条

本会代表者 一名

部 長

主 任

第六条

注 ・原文 は活字印刷で,た て書 きであ る。

出典 ・東京市 役所編 『東京市教育概要』1934焦pp .117～118。 都立 中央 図書館所蔵 。

区教育研究会が,基 本的に,市 ・区訓導協議会の活動 を引 き継 いでいた。各

区教育研究会 は,発 足時点では20部 か ら構成 されてお り,活 動内容 は,「各部

二関スル理論又ハ実際ノ調査,研 究,講 習,講 演,其 ノ他必要ナル事項」(第

四条)と された。各区教育研究会で は,学 校長が 「本会代表者」 と 「部長」

を担当することが規定 されていた(第 五条)。

以上のように,規 程 レベルで教育研究組織の変化を捉えると
,こ れ まで別

の組織であった市訓導協議会 と市小学校長協議会が一つの ものになった と同

時に,市 訓導協議会が市小学校長協議会の下部組織 となったという変化があ
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る。 また,両 組織の教育研究の内容の変化 について見 ると,市 訓導協議会 と

市教育研究会の組織 はともに 「市立小学校 ノ教育内容ノ改善」を目的 として

いた とい う点で共通 している。そして,市 訓導協議会,市 教育研究会 ともに,

校長以外の一般訓導が参加 していた教育研究 は,教 科別の教育研究であった

という点で共通 している。 さらに,教 科教育の研究 の形態についてみると,

市訓導協議会では,研 究調査 と会員の研究発表7そ の他か ら構成 されていた

が,市 教育研究会では,理 論の研究,講 習,講 演が加わ り,研 究発表が省か

れたという変化がある。

皿 市訓導協議会,市 教育研究会の教育研 究活動

市 ・区訓導協議会,区 教 育 研 究 会 と もにそ こで行 わ れ る教育研 究 は,教 科

別 の もの で あ った。 本 節 で は,研 究 会 等 の開 催 の度 に出 され て いた開催通知

や案 内状 を資料 として,教 科 別 教 育 の研 究 が}ど の よ うな 方法 で行 わ れ て い

た の か を明 らか にす る。

これ らの会 の実施 回数 か ら見 る ことにしよ う。区訓 導協 議会 の実施 計画 に

ついて は,「 東京 市 立 小 学校 訓 導 協 議 会 規 程」の第七条 で,各 部 を通 じて年 二

回以 上 の 開会 が定 め られて いた。 実施状 況か らみ る と,年 度 に よ って研 究 科

目 を決 めて 実施 していた。 ほ とん どは尋常科 で開会 されてお り,東 京 市 へ の

報11)Qによる と,15区 の合 計 が,1927(昭 和2)鞭7・1回,1929(日 召和4)年

度349回,1930(昭 和5)年 度553回 が,1931(昭 和6)年 度416回 で あ る。 区

訓 導協 議 会 は頻 繁 に行 われてお り,市 訓 導 協 議 会 が,教 師 の教 育 研 究 組 織 と

して,定 着 して い た こ とが わ か る。

市 訓 導協議会や市教育研究会 の教科別教育 の実際 を知 る資料 として,誠 之

史 料 館 所 蔵 の公 文 書 を用 い る。1922(大 正11)年 か ら1939(昭 和14)年 まで

の関 係 公 文 書 の うち,開 会 年 月 日,市 ・区部 会 の種 別 のわ か る ものが146件,

さ らに この 中 か ら会 の内 容 の明 記 され てい る開催通知 が94件 あ る。 これ らの
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公文書 は,区 長名あるいは市長名で,関 係学校へ通達 され た。主な公文書は

開催案内であ り,実 施内容 は項 目で記 されている。 この94件 を対象 として,

開会年月日,市 ・区 ・部会種別,会 の種別 ・対象者 ・内容 ・場所など,の 観

点から分類 し,一 覧表 にしたものが,「東京市立小学校訓導協議会,本 郷区訓

導協議会,東 京市教育研究会,本 郷 区教育研究会等の実施内容」(表1)で あ

る。 なお,誠 之小学校の所在地 は,当 時の本郷区に当たるので,本 郷区内の

通達が多い。以下,表1に もとついて,市 訓導協議会,区 訓導協議会,市 教

育研究会,区 教育研究会 の実施内容 を概観する。

表1東 京市立小学校訓導協議会,本 郷区訓導協議会,東 京市教育研究会,

本郷区教育研究会等の実施内容(1922～1939年)

開会年月日

1922.1(}.24--

28

1923.1.2327

市 ・区 ・部会の種別

市訓 ・算術部

市訓 ・歴史部

会の種別 ・対象者 ・内容 ・場所な ど

協議会開催 ・市立各小学校算術科研究主任及

各区市立小学校算術部長 ・東京市小学校にお

ける算術科教授について ・上野公園内自治会

館

一
本郷区訓 ・理科部

}市訓

市訓 ・図画及び手工

部

協議会開催 ・市立各小学校歴史研究主任及各

区市立小学校歴史部長 ・本市小学校における

歴史科について ・日本弘道会

部員および希望者・教材研究(博 物科)・講師

本郷中学校教諭小松崎三枝 ・富士前小学校

訓導協議会各区代表者会 ・各区代表者 ・大正

十二年度における経費支弁の件,本 年度にお

ける市訓導協議会事業に関する件(市 訓導協

議会科目の件,教 授要目編製の件,各 教科目

教具等調査の件),本 年度区訓導協議会の件・

学務課内会議室

市立各小学校図画及手工科主任,図 画及手工

各部長 ・図画手工作品展覧会観覧 ・講師 東

京高等師範学校教授 岡山秀吉,同 板倉賛

治,東 京美術学校教授 白濱 徴 ・上野公園

東京自治会館
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1925.6.3 市訓 ・国語部 実地授業講習会 ・主任,授 業 に差 しつか えの

ない同学年担当教員等

1925.6.4 下谷区訓 ・国語部 実地授業 ・下谷区東盛小学校

1925.10.7--23 市訓 ・国語科 国語科(綴 方)講 習会 ・国語科 主任訓 導,国

語科部長 ・講師 東京高等師範訓導[]渕 冷

祐,同 飯 田恒 作,同 水戸部寅松,女 子高

等師範訓導 五味義武,早 稲田大学講師 五

十嵐力 ・東京市第一実科高等女学校

1925.11.2 本郷区訓 ・修身部 修 身研 究委 員会 ・(誠之 ・大 久 保 友 三 郎 指

名)・修身教科書 について,普 選 と国民教育 ・

本郷小学校

1925.11.11 市訓 ・国語 科 国語部長会 ・国語教育に関して ・市学務局会

議室

1926.1.26 本郷区訓 ・理科部 部会 ・部員 ・大正十五年度市訓導協議会の研

究事項 に関 して,其 他 ・真砂小学校

1926.5.17 市訓 ・衛生部 部長会 ・衛生室並に其備品に関する件

1926.5.2&一 一7.13 本郷区訓 ・手工科 研究教授 ・手工科主任教員

1926.10.29 市訓 ・国語部 部長会 ・国語教育方針調査報告に関する件,

補充教材に関する件i其 他 ・教育局会議室

1927.1.27 市訓 ・高等小学校 研究授業(全 校授業参観 ・国語科研究部員全

国語部 部の授業参観・研究授業参観)・本所高等小学

校

1927.2.27 本郷区訓 ・算術部 部員 ・委員の教鞭物調査報告に関する件 ・元

町小学校

1927.5.3^-11 市訓 部長会 ・本年度における教育施設計画其他 ・

教育局会議室,教 員講習所

1927.5.17-19 市訓 部長会 ・本年度における教育施設計画其他 ・

教育局会議室

1927.10,810 市訓 ・裁縫部 発表及協議,委 員会 ・部員 ・東京市立第一高1

等女学校講堂i
1

1928.1.5

闘

市訓 ・国語部i部 長会 ・綴方 に関 して ・小 川小学校
「
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1929.3.7 市訓 ・算術部 市訓導協議会並尋常第一学年担任教員会 ・各

区算術部長,各 学校算術部主任,他 一名 ・研

究発表 ・赤羽小学校

1929.3.9 本郷区訓 ・算術部 研究発表会 ・元町小学校

1929.5.22 本郷区訓 ・国語部 本年度第一回実地指導研究会並に研究発表

会 ・区内国語主任並部員 ・日進小学校

X929.5.23 本郷区訓 ・唱歌部 実地授業及研究会 ・部員 ・元町小学校 ・田村

視学

1929.5.31 本郷区訓 ・地理部 研究会 ・教授者 市視学 栗原寅次郎 ・湯島

小学校

1929.14.9 牛込区訓 ・国語部 書方研究教授並に研究発表会 ・部員 ・市谷小

学校 ・市視学各位指導

1929.10.9 本郷区訓 ・体操部 体操研究会 ・部員 ・駒本小学校

1930.1.28 神田区訓 ・国語部 実地授業,国 語部長共同参観 ・芳林小学校

1930.1.29 京橋区訓 ・国語部 実地授業研究会 ・月島第二小学校 ・視学指導

1930.1.31 本郷区訓 ・体操部 体操研究会 ・部員 ・昭和小学校

1930.2.7 本郷区訓 ・算術科 東京女子高等師範学校附属小学校参観 ・部

員 ・岩下吉衛氏の算術教授

1930.2.21 四谷 区訓 ・手工部 研究発表会(研 究発表 と実習指導)・部員・四

谷区第三小学校

1930.5.1 本郷区訓 ・裁縫部 昭和五年度施設計画の件其他 ・汐見小学校

1930.11.13 本郷区訓 ・体操部 部員 ・連合体操会並其の他の件打合せ ・汐見

小学校

1930.12.11 本郷区訓 ・唱歌部 研究教授,研 究 会 ・駒本小学校 ・田村視 学

X931.1.22 本郷区訓 ・算術部 実地授業研究 ・千駄木小学校

1931.2.24 本郷区訓 ・理科部 研究教授 ・教授者 誠之小学校理科部員 ・誠

之小学校

1932.4.25 本郷区訓 ・国史部 部員 ・本郷区郷土史研究に関する件,そ の他

千駄木小学校

X934.9.6 本郷区教 ・算術部 部員 ・研究発表 に関する件その他 ・富士前小

学校
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1934.11.8 麹町区教 ・国語部 読方の研究会(授 業,批 評及講話)・講師 垣

内松三,市 視学 ・麹 町小学校

1935.3.14 本郷区訓 ・国史部 部員,児 童用本郷区史編纂の件その他 ・追分

小学校

1935.6.2 本郷区教 ・国史部 研究教授・追分小学校・視学委員斎藤斐章(本

郷 ・小石川 ・瀧野 川区担 当)

1935.11.19 瀧野川区教 ・国語部 読方研究会(各 学年各学級共物語文の取扱い

実際指導,朗 読研究)・瀧野川第八小学校・講

評 藤野視学

1936.5.12 本郷区教 ・国史部 部員一名 ・郷土史取扱 その他 ・追分小学校

1936.6.2 深川区教 ・手工部 実施授業研究会・部員・東川小学校 ・講評 市

視学 佐藤平太郎

1936.7.2-3 下谷区教 ・手工部 染色実習会 ・入谷小学校

1936.7.17 本郷区教 ・衛生部 研究事項に関する緊要の部会 ・部員

1936.9.15 本郷区教 ・裁縫部 裁縫科主任 ・裁縫技術に関する理論 と実習 ・

根津小学校 ・視学委員指導

1936.9.29 世田谷区教 ・理科部 実地授業研究会,批 評会 ・講評 東京市視学

矢口 渡部口口

1936.11.16 本郷区教 ・理科部 研究授業 ・小学校長,理 科 部員 ・船橋視学

1936.11.17 麻布区教 ・国語部 実地授業研究会 ・笄小学校 ・東京市視学委員

保科孝一他

1937.2.16 牛込区教 ・手工部 手工科指導法の研究会 ・手工科主任並有志 ・

富久小学校

1937.2.18 本郷区教 ・衛生部

理科部

合同の見学,区 内富士前理化学研究所

X937.2.19 本郷区教 ・裁縫部 研究授業 ・部員 ・富士前小学校

1937.2.25 市教 総会(経 過報 告,調 査研究事項報 告,質 疑応

答 な ど9)・ 帝国教育会 館

1937.2.27 本郷区教 ・裁縫部 千住製織所見学

1937.6.11 本郷区教 ・修身部 部員 ・本年度事業に関する件,国 旗掲揚方法

の調査研究に関する件 ・元町小学校
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1937.6.12 本郷区教 ・地理部 研究教授 ・研究主任必ず,そ の他部員または

五年の担任の希望者 ・千駄木小学校 ・視学員

田中啓爾

1937.6.15 本郷区教 ・図画部 研究発表 ・部員 ・千駄木小学校

1937.6.23 本郷区教 ・修身部 修身教育方法論について ・小池視学の話 ・元

町小学校

1937.6.28 本郷区教 ・算術部 東京高等師範学校附属小学校算術科参観(山

本,小 林先生)

1937.11.9 本郷区教 ・図画部

国史部

本郷区第七回教育記念事業研究発表会準備 ・

研究発表の件,尚 国史部にて研究教授の件 ・

追分小学校

1937.11.16 本郷区教 ・国史部 研究教授 ・部員,有 志 ・元 町小学校

1937.11.24 本郷区教 ・算術部 研究授業 ・駒本小学校 ・清水視学,浅 野視学,

船橋視学

1938.4.7 本郷区教 ・裁縫部 部会 ・部員 ・前年度事業報告の件,今 年度の

事業計画 ・根津小学校

1938.6.13 本郷区教 ・修身部 部会 ・部員 ・東京市教育指標に関する件 ・教

授細 目に関する件他 ・元町小学校

1935.6.16 本郷区教 ・裁縫部 研究授業 ・根津小学校

1938.6.23 本郷区教 ・修身部 部員並に希望者 ・修身教育方法論について ・

元町小学校 ・小池視学

1935.7.8 本郷区教 ・国史部 実地授業 ・部員 ・富士前小学校

1938.7.8 本郷区教 ・地理部 部員 ・築地中央卸売市場の見学

193S.9.8 本郷区教 ・裁縫部 教材研究 ・部員 ・根津小学校

1938.10.25 東京市国史教育

研究会

研究授業 ・向島区第二寺島尋常小学校 ・講師

小山 ・西尾 ・鈴木 ・田巻区担当視学

1938.11.10 本郷区教 ・修身部 研究教授,研 究 会,講 演会 ・誠之尋常小学校 ・

佐々木秀一視学委員

1938.11.19 本郷区教 ・体操部 体操研究授業 ・部員及各学年一名以上 ・駒本

小学校

1939.x.27 本郷区教 ・国史部 部会 ・部員 ・第三学期予定,部 長視察 談
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1939.2.2 本郷区教 ・国語部 読方科研究教授 ・指導 保科視学 ・汐見小学

校

1939.2.9 本郷区教 ・時局

教育部

部会 ・部員 ・靖国神社献納資金募集の件,其

他,汐 見小学校

1939.2.18 本郷区教 ・地理科 研究授業 ・富士前小学校

1939.2.20 本郷区教 ・算術部 算術研究授業 ・部員,有 志 ・真砂小学校

1939.2.20 本郷区教 ・算術部 研究授業 ・真砂小学校

1939.3.1 王子区教 ・国語部 読方授業公開 ・全学年 ・王子第四尋常小学校

1939.3.13 本郷区教 ・衛生部 肝油製造情況視察

1939.5.23 本郷区教 ・図画部 部会 ・部員 ・昭和14年 度研究 事項 に関す る件,

紀元二 千六百 年奉 祝建 国展 に関する件 ・汐見

小学校

1939.5.25 本郷区教 ・時局

研究部

部会 ・部員 ・昭和14年 度事業予定 に関 す る件,

同第一学期予定 に関す る件,戦 没兵士 の戦功

調査 の件,其 の他 ・汐見小 学校

1939.5.30 本郷区教 ・体操部 研究教授,各 学 年1学 級 ・湯島小学校

1939.7.4 本郷区教 ・国語部 主任 または部員一名・「読方研究発表」調査進

捗の件 ・誠之小学校

1939.7.5 本郷区教 ・算術部 研究授業 ・千駄木小学校 ・指導 鹿谷視学

1939.7.fi 本郷区教 ・修身部 部員 ・修身部長会議の経過報告に関する件 ・

元町小学校

1939.9.27 本郷区教 ・職業

指導研究部

本郷高等小学校 ・職業指導週間に関する件,

本年度就職斡旋に関する件

1939.10.4 本郷区教 ・地理部 研究授業 ・根津小学校 ・市視学 清水岬,本

区担当視学 坂口勇造

1939.10.18 本郷区教 ・理科部 放送局見学

1939.11.16 本郷区教 ・職業

指導部

進学指導講演会 ・入学試験撤廃に関する当局

の方針 ・講師 東京府視学 星一雄

1939.12.7 本郷区教 ・裁縫部 研究教授 ・部員 ・小石川区 と共同 ・真砂小学

校
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1939.12.12 本郷区教 ・修身部 研究教授 ・駒本小学校 ・市視学 野瀬

注 ・市訓 …東京市立小 学校訓導協議会,本 郷 区訓 …本郷 区市立小学校 訓導協 議会(他 区 も

これ に準 じる),市 教 …東京 市教育研究 会y本 郷 区教…本郷 区教育研 究会 を示す。
・尋常小学校 は小学校 に統 一 した

。
・原文 は

,手 書 きの孔版 印刷 で,た て書 きで ある。

・カナ は平が な とカタカナが用 い られてい るが
,本 表で は,平 が なに統一 した。

・開会 年月 日欄 の 一は
,期 間 中連 日行わ れた ことを示す。～ は,期 間 中に複数 回行 われ

た ことを示 す。

・「その他」 の表記 は原文 に従 った
。

出典 ・誠之 史料館所蔵公文書綴。

市訓導協議会 は,教 科毎に各校の教科研究主任 と各区の教科部長が集 まっ

て行われていた。実地授業の講習会,年 間の教育施設計画,研 究発表,東 京

市の教科教育について,教 授細 目の編成についてなどが,主 な議題であった。

本郷 区を始めとす る区訓導協議会 は頻繁に実施 されてお り,実 地授業 ,市

視学が講師 となる研究教授,指 導研究会,研 究発表会,研 究会,東 京女子高

等師範学校附属小学校の参観,区 の資料作成な どを行 っていた。

市教育研究会の案内は,1937(昭 和12)年 の一一通のみである。

区教育研究会では,実 地授業,研 究教授,研 究発表,教 材研究,教 科教育

方法論,学 校参観,見 学,東 京市の教育指標 について,教 授細 目についてy

などが主な内容であった。

このような実施内容 と規程 レベルの内容を比較すると,規 程 レベルで は,

教科研究の形態に関 して,市 教育研究会で,理 論の研究,講 習,講 演が加わ

り,研 究発表が省かれ るという変化があった。 しか し,表1の 実施内容か ら,

市訓導協議会 も市教育研究会 も,同 様な形態で教科別教育研究を行っていた

ことがわかる。その研究方法 は,授 業を中心 とするもの と,東 京市の教科教

育 のあ り方についての検討 を中心 にするものか ら構成 されていた。

なお,表1の 実施 内容のなかには,学 校単位 の教育研究の発表 は見 いだせ

ないことも指摘 してお きたい。 これ らの教育研究組織で は,教 科別の教育研

究の体制 をi視 していた…方で,ひ とつの学校の教師たちが まとまって研究
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す るこ と,あ るい は,教 科 の 枠 に こだわ らず 教 育 研 究 をす るこ とは,行 わ れ

て い な か っ た と考 え られ るので あ る。

IV公 的な教育研究組織の機能

市訓導協議会や市教育研究会 は,前 節で明 らかにしたような広範囲な教育

研究を実施することによって,教 師の教育研究活動にとって,ど のような機

能を果 していたのだろうか。表1の 作成資料である94件 の公文書のうち,年

度計画や実施内容がわかる公文書を資料 として考察する。 これらの資料から,

第一 に教科毎の教育に関す る教師の意見 を吸収する機能 を果たしていた こと,

第二に東京市全体の初等教育に関わる問題 についての教師集団の考え方を区

のレベルから,市 レベルへ とまとめ上 げる機能 を果たしていたと整理できる。

まず,第 一点 については,教 師たちの意見や体験 を研究発表 という形態で,

発表する機会 を保障 していた ということが重要である。 その例 として,資 料

6,資 料7,資 料8を あげる。

「国語部訓導協議会実施要項(市 訓導協議会)」(資 料6)で は,市 訓導協

議会で行われていた研究発表の性格が,国 語科に即 して捉えられ る。1925(大

正14)年 度には,「読方」と 「綴方及書方」で,二 度の自由研究発表が計画 さ

れている。発表者 は各区一名が目安 とされている。特志研究者の発表 は 「随

時」 と予定 されている。 また,実 地研究教授 は,市 視学の行 う授業を指 して

いたが,こ の実地研究教授 にもとつ く一般教師の模式的教材研究の発表 も計

画 されていた。

「本郷区訓導協議会,算 術部 の研究発表」(資 料7)は,1929(昭 和4)年

に行われた本郷区訓導協議会の算術部の研究発表 の案内の公文書の 「記」の

部分である。研究発表題 目と発表者が明記 されている。研究発表 は,個 々の

教師の責任 における研究であ り,そ の内容 は,教 授の実際や教材 についての

発表,改 善意見の発表であった。
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資料6国 語部訓導協議会実施要項(市 訓導協議会 ・1925年)

発表方針

1.自 由研 究 ノ発表2.特 志研究者 ノ発表3模 式的教材 ノ実地研究教授上

ノ結果 ノ発表

甲 読方ノ部

A発 表 方法

ω 自由研究 ノ発表

発表… …二.回二分 ケテ行 フコ ト

(a)第一回… …読方

期 日……大正十四年度第二学期十月上旬三 日間

午前九時 ヨリ発表 午後一時 ヨリ質疑

(b)第二 回……綴方及書 方

期 日……大正 十四年度第三学期二月上旬

(c)発表数

自由研究 ニカカル発表者ハ各区一名 トシニ名以上 ノ希望者アル トキハ

市二於テ時間及内容 ヲ考慮 シテ之 ヲ決定スルコ ト

(d)印刷 物

発表 セン トスル印刷物ハ開会一 ヶ月前二各区ヨリ市学務課宛二提出ス

ルコ ト(口 頭 ニ テ発表 セザル他 ノ印刷物 ヲ含ム)

(e)質疑

質問時間 ヲ設 クル コ ト

(ロ)特 志研究者 ノ発表 ……随 時

(a)研究者発表 ヲ希望 スル トキハ市 二11'テ考慮 ノ上適 当 ト認 メ タル場合

(b)実施 方法ハ追 テ定 ムルモノ トス

の 模 式的教材実地研究教授 ノ結果発表

■:認 ∴ 翻 　模　 蹴 　
注 ・原 文 は 手書 きの孔 版 印刷 で,た て書 きで あ る。

出典 ・『公 文 書11925年1～12月,A-21]。 誠 之 史 料 館 所 蔵 。

「瀧野川区教育研究会国語部読方研究会」(資 料8)は,1935(昭 和10)年

度に行われた瀧野川区教育研究会 の国語部会の案内の公文書の 「記」の部分

である。瀧野川区の代表者 は,当 時,瀧 野川区の新教育の中心校であった瀧

野川尋常高等小学校の校長山崎菊次郎であった。研究会の実施 内容 を見ると,

瀧野川第八小学校の各学年の読方の授業 を参観 したの ち,東 京府女子師範学
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資料7本 郷区訓導協議会,算 術部の研究発表(1929年3月9日)

一一,期 日 三 月九 日(土)午 後一時

二,場 所 本郷 区元町小学校(市 電 元町下車 省線

三,研 究発表題 目及発表者

第一学 年算術教授の実際について(真 砂)

第 二学年算術教 師用書使 用上 についての考察(駒 本)

第三学年第三学期の教材について

第四学年算術教授の実際的取扱について

面積 ・体積の問題について

歩合算の取扱について

小学校珠算教育の改善意見

お茶の水又は水道橋)

(千駄木)

(追分)

(富士前)

(湯島)

宮崎弥次郎

安藤千代造

佐藤 保

小松正孝

加藤豊三

間根山太一

(本郷高等)飯 田仁一

注 ・原文 は手書 きの孔 版 印 刷 で,た て書 きで あ る。

出 典 ・『公 文 書 』1928年9月 ～1929年3月,A217。 誠 之 史料 館 所蔵 。

資料8瀧 野川区教育研究会国語部読方研究会(1935年)

一
,日 時

,研 究 科 目

,場 所

,特 別研 究

,講 評

十一月十九日 自午前九時 至午後四時

読方(各 学年各学級共 物語文 の取扱い)

瀧野川第八小学校(市 電一里塚 ・王電瀧野川下車)

1.新 読本 ひよどり越 実際指導

指導者 女子附属 福島先生

2.朗 読研究 区内各小学校児童

並に女子附属児童

3.福 島先生の読方教育上の諸問題についての講演

野間府立第 卜高女校長殿

藤野視学殿

注 ・原文 は手書 きの孔版 印刷 で,た て書 きであ る。

出典 ・『公文書』1935年 度,A231。 誠之史料館所蔵。

校の教師が実際指導を行い,瀧 野川区内の各学校か ら参加 した児童 と附属小

学校 の児童を対象 とした 「朗読研究」を行い,さ らに講演をするという研究

会である。

以上の資料6,資 料7,資 料8か ら,当 時の市訓導協議会や市教育研究会

は,教 科別教育 という枠の中ではあったが,教 師たちの批判的な教材研究 も
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含んだ実践的な教育研究力 を蓄積できる場であったと判断できる。

次に,第 二点である,東 京市全体 の初等教育 に関わる問題 を区のレベルか

ら,市 レベルへ と反映 させる機能 は,一 例 として,教 授細 目の作成過程にみ

ることができる。教授細 目はs教 科書教材を地方や学校の状況 にしたがって

構成するために,教 材の指導時期や組合せを再構成するもので,小 学校令施

行規則上 は,各 小学校長の権限 とされていた。当時の東京市では,市 単位で

教授細 目を作成 していたのであった。

「東京市立小学校訓導協議会,本 郷区訓導協議会,東 京市教育研究会,本

郷 区教育研究会等の実施内容」(表1)の なかに,教 授細 目関係の記事が見 い

だされる。1924(大 正13)年5月24日 の市訓導協議会で,「教授要目編製の件」

資料9瀧 野川区小学校長会の記録(1934年10月24日)

十月二十四日

芳賀学校長より国語部長会の報告 略す

唱歌部長会報告 略す

理科部長会報告
一,簡 易のものは先生方に作製せられたし

理科地図を各校に於作製せられたし

学校園をつ くられたし

大塚公園の利用せられたし

理科に関する雑談会をひらかれたし
一
,細 目の作製を本年度中に作製されたし

理科口誌をつくられたし

算術部長会報告

研究教授せられたし

教科書の研究せられたし

研究者あれば 共 力して願ひたし

教鞭物の利用 と充実を計 られたし

教鞭物を出来る丈け作製せられたし

事実問題集を見置かれたし

各部長は各部の教授細目を作製すること

注 ・原文 は手書 きで,た て書 きの記録 であ る。

出典 ・『記録 東京市瀧野川 区小学校 長会』1932年 ～。東京都北 区立滝 野川 小学校所 蔵。
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が議題 とな り,1938(昭 和13)年6月13日 の本郷区教育研究会 ・修身部では,

「東京市教育指標に関する件」 と並んで 「教授細 目に関する件」が議題 とな

っている。教授細 目についての議論が,教 育研究の一環 として行われていた

ことがわかる。 さらに,市 教育局で教授細 目案を作成 していたのか,あ るい

は,案 その ものを区レベルで作成 していたのかという点については,東 京市
l2)

瀧野川区(現 ・東京都北区)の 校長会の記録である 「瀧野川区小学校長会の

記録」(資 料9:1934年10月24日)の 記事が資料になる。 この日は,各 教科毎

に部会の部長(校 長)か ら部長会の報告があ り,こ こで理科部長の報告のな

か に,「細 目の作製 を本年度中に作製 された し」 とあ り,部 長会報告に続 い

て,「 各部長 は各部 の教授細 目を作製すること」 と記 されている。

このような記述か ら,教 科毎 の教授細 目の作成過程 は,ま ず,区 レベルで

作製 され,次 に,市 レベルでの検討 を経て,東 京市の教授細 目として公表 さ

れていた,と いう経路 を見い出すことができる。それゆえ,市 訓導協議会や

市教育研究会 は,教 師の教育研究 を市の教育内容行政へ反映 させる機能 も果

していた と考 えるのである。

Vむ す び

本稿では,1920・30年 代の東京市における公立小学校教師の公的な教育研

究の性格 を明 らかにす るために,市 訓導協議会,市 教育研究会の組織 と活動

内容を検討 した。

市訓導協議会から市教育研究会へ と組織が変わ り,規 程上の変化 もあった

が,実 施状況から判断すると,教 育研究の内容 は継続 していた。共通 して,

区レベルでは,協 議会,調 査活動,実 地授業,研 究教授,学 校 ・授業参観,

研究発表会,教 授細 目の検討等が行われていた。市 レベルでは,教 科別部長

会,各 区代表者会,総 会等が行われ,教 授細 目編成,教 科目教具の調査,教

育施設計画授業参観,教 育方針についての検討等 を行 っていた。各教科の教
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授細 目の作成過程 は,ま ず区レベルで作成 し,次 に市 レベルで検討 して,東

京市 として公 にしていた。市訓導協議会,市 教育研究会 は,単 に,文 部省や

東京市教育局の指導に従 う教育研究の場ではな く,教 師たちが実践的な教育

研究力の蓄積で きる場 として,機 能 していたのであった。

だが,教 科別の教育研究が,区 レベルか ら市 レベルまで一貫 していたこと

により,教 育研究の形態が定型化されるという状況 も生 まれていた。公立小

学校 における新教育の実践校 は,こ のような教科別の教育研究体制 に対 して,

学校毎の教育研究,教 科の枠 にとらわれない教育研究 という提起 をした とい

う意義 をもっていた。

以上のような結論を踏 まえなが ら,公 的な教育研究組織で行っていた教育

研究の性格 をより明確 にするために,以 下の問題 を今後の研究課題 としたい。

市訓導協議会や市教育研究会は 「市立小学校ノ教育内容 ノ改善」を目的 とし

ていた。 これ らの会の教科別の実践的な教育研究の蓄積が,こ の目的に対 し

て,ど のように寄与 したのか という問題 については,本 稿では明 らかになっ

ていない。当時,こ れらの教育研究が,ど のように評価 されていたのか とい

う側面か ら,教 師及び東京市教育局の当事者 の体験 にもとついて,明 らかに

される必要がある。

また,東 京市で作成 した教授細 目や教育指標が,文 部省 の教科内容行政 と

の関わ りで どの程度の独自性 をもっていたのか という点 も明 らかにせねばな

らない。 これ と関わって,市 訓導協議会や市教育研究会 に頻繁に参加 してい

た市視学がそれぞれの会で どの ような位置にいたのか,ど のような関わ り方

をしていたのかを明 らかにすることも重要な課題である。

付記

本稿 は,日 本教 育史学会大会第34回 大会(於 ・東京大学)の 研究発表 「1920・

30年 代 の東京 市 にお ける教師 の教育研究活動一 市立小学校訓導協議会 ・市教育

研究会 を中心 に一一一」(1990年10月4日)に も とついて まとめた。
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野 川小元教頭),宮 本三五郎氏(滝 野川小 旧教員)を は じめ とす る教職員 の方々 に

便 宜 を図っていただいた。 さらに,丸 山弘平氏(前 東 京都 立研 究所 調査普 及部教

育 調査室主任)の ご協力 で同室所蔵 の資料 を閲覧させていただいた。厚 くお礼申

し上げる。

注

1)先 行研究 の主 な ものをあげる。井野川潔 ・川合章編 『日本教育運動史1』 三

一書房,1960年 。 中野光 『大正 自由教育 の研究』黎明書房,1968年 。 国立教育

研究所 『日本近代教育 史1葦 教育研究振興会,1974年 。海老 原治善 『現代 日本

教育 実践 史』明治図書}1975年 。川合章 『近代 口本教育方法 史』青木書店,1985

年。

2)森 透 「福 井県 における大正 自由教育の研究一研究の整理 と若干の問題提起一一」

(福井大学教育学部紀要 第IV部 『教育 科学』 第42号,1991年)

鈴木 そ よ子 「公立小学校 にお ける新教育 と東京市の教育研究体制一一1920年代

を中心 に一 」(日 本教育学会 『教育学研究』第57巻 第2号,1990年),鈴 木 「1920

年代 の公立小学校 にお ける教 師の教育研究活動一東京市の新教育実践校 に即 し

て一」(日 本学校教育学会 『学校教 育研 究』第5号,1990年),鈴 木 「1920年代

の東京市横川小学校 にお ける新教育一 働 的教育法』の実践一」(日 本教育方法

学会 『教育 方法学研究』第16巻,1990年),鈴 木 「富士小学校 における教育実践・

研究活動の展開一昭和初期公立小学校 の新教育実践一」(『東京大学教育学部紀

要』第26巻yl987年),鈴 木 「富士小学校 の授業改造 と奈良靖規の実践」(東 京

大学教育学部教育 方法学研 究室 『教育方法史研究』第二集,1984年)

3)鈴 木 そよ子,前 掲,「 公立小 学校 にお ける新 教育 と東京市の教育研究体制

1920年 代 を中心 に一 」
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4)朝 日新聞 「市訓導会設立」1922年3月5日 ,P.2。

5)「 東京市立 小学校長協議会規程設定二関スル件」(庶 学発第1508号1925年11

月11日 付 東 京市本郷 区長渋谷徳三郎発 誠之小学校長宛)誠 之史料館所蔵 文

書 に よる。

6)東 京市役所編 『東京市政概 要』1933年 ,p.196。

7)誠 之史料 館所蔵 の公文書調査 に よる。

8)鈴 木 そ よ子}前 掲,「 公立 小学校 にお け る新教育 と東京市の教育研 究体制一

1920年 代 を中心 に一 」p .17。

9)同 上論文,p.18。

10>同 上論文 。

11)東 京市役所編 『東京市教育概要』1932年 ,pp.93～94。 『東京市教育概要 』1933

年3月,pp.110～111。 各年 の 『東京市教 育概 要』に は,各 年毎,各 部 会毎 の協

議会 実施 回数が示 されている。

12)『 記録 ・東 京市 瀧野川区小学校長会』(手 書 きの綴 り)に は
,東 京市教育研究

会設立 とs各 区教育研 究会運 営 に関 す る議事 も記録 されている。区レベルにお

ける東京市教育研究会の実施過程 を辿 ることができる資料 として,以 下 に引用

す る。(原 文 はたて書 きであ る。(略)は 筆 者が略 した ことを示 す。)

昭和七年十月三十一日

広田市視学 話の内容に就て

各区に教育研究会を設け 東京市 ・・区教育研究会 ト称スルコト

各区教育研究会に を一名宛市長が指名をなす。

各区教育研究会に市より補助金を配当す。

各区にて講習会講演会等を開催せんとするときは教化係に申出あればなる

べ く便宜をはかる。

研究会の実態は各区の選出者たること。

研究会は内容の研究に中心をおくこと。

協議事項

㍉(略)

二,(略)

三,本 区教育研究会規程原案作成委員を設けること。

委員 江口,立 谷の二氏

四,(略)
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五,東 京市教育方針に関する具体案調査委員を設けること。

委員 岡崎,武 田,瀧 田の三氏

六,本 区教育研究会 に関する会長並に部長の決定。

会長 山崎校長 以下…(略)(… 教科毎に校長が部長を担当・筆者注)

昭和七年十一月七日

一,協 議事項

ユ,東 京市瀧野川区教育研究会規程二関スル件

草案立案委員 江口,立 谷両校長

規程別紙 ノ通 リ決定ス(別 記)略 ス

昭和七年十一月九日

一,審 議事項

!,東 京市教育方針実施案(岡 崎校長説明)

昭和七年十二月十二 日

一,報 告 山崎校長 ヨリ左ノ報告ア リ

1,(略)

2,本 市教育研究会常務委員会二就テ(準 則其他二就 テ)

3,各 区教育研究会二就テ

ー,協 議事項

1,(略)

2,区 教育研究会設立二就テ

規程別紙ノ通リ決定

部長左ノ通リ決定

(略)

研究問題提出 十二月二十三日迄 各部長二
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